
氏名 藤原　剛

　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

日本ハンセン病学会、日本農芸化学会、日本糖質学会、International Leprosy
Association

合成糖鎖を利用したハンセン病の早期血清診断法の開発
合成糖鎖を利用した抗体の抗原認識機構の解明

京都大学農学研究科博士課程単取得満期退学

京都大学農学博士

平　成　20　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

最終学歴

現在の専門分野

所属学会

研究課題

糖類の合成化学、免疫化学

・ 環境論II、人間論VIII: プリント、ビデオ、OHP等を多く取り入れ受講生の関心が持続 するよ
う努めた。
・ 環境論V：　実験のために必要な下準備はできるだけ教員側でやっておくことで時間的な余裕を
確保し、受講生が落ち着いて実験する事ができるよう配慮した。希望する学生には講義時間以外に
も実験を行い学習を深めることができるよう配慮した。
・ 環境論VII,VIII：　化学の知識が不充分な学生が多ので、詳細な実験マニュアルを作った上で
繰り返し練習を行い、自信を持って実習に取り組めるよう配慮した。・
・ 世界遺産学：スライドを中心とした講義にして、エルサレムの魅力を十分に伝えるよう努め
た。
・ 文章表現法：文章表現に関することだけではなく、大学教育に早くなじむことができるよう後
押しすることを目指した。

奈良大学教養講座（柘植）で講演（演題：地球温暖化とバイオエタノール）

教養部人事委員
男子卓球部顧問

・ おうえんポリクリニック等の外部機関からのELISAによる抗PGL-I抗体価の測定依頼に  積極的
に応じた。
・ 和泉眞蔵博士を中心としてインドネシアで行われているハンセン病の疫学調査に参加し、PGL-I
抗原に関する部分を担当した。
・ Sang-Nea Cho博士を中心にして韓国で行われているハンセン病の疫学調査に参加して、PGL-I抗
原に関する部分を担当した。
・ ブラジルで行われているハンセン病の大規模な疫学調査に参加して、PGL-I抗原に関する部分を
担当した。また、実際の医療現場の制約の多い条件下でも使用できる簡便で迅速な血液診断法の開
発のためにNT-P-BSAを用いたELISAやMLPAに関する技術協力を行なった。
・ 昨年度に引き続きNT-P-BSAの血清学的性状と抗NT-P-BSA単クロン抗体DZ1の立体構造の詳細な
解析を行なった。
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奈良大学教養部2009年3月 担当部分：第11-13章
プレゼンテーションの意義、準
備、技法等について大学生向けに
解説

らい菌の細胞膜から分離された
Major membrane proteinはベト
ナムのハンセン病流行地域におい
て菌感染の血清診断のツールとし
て有用であることを示した。
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概　　　　　　　要

環境論VIIおよび
環境論VIII受講生
による大和川水系
の水質調査につい
て

（学会発表）

（その他）

共著 Clinical and Vaccine
Immunology vol. 15,
1755-1759

環境論VIIおよび環境論VIIIの受
講生によって行われてきた11年間
にわたる大和川水系の水質調査に
ついて、講義法の改善の結果と大
和川の水質変化の状況について分
析した。

奈良大学紀要　vol.
37,  39-54
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